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馬路町ホームページの開設
　4 月 15 日（日）午前 10 時、夜半からの
風雨による悪天候のため、馬路生涯学習セン
ター 2階ホールにおいて、自治会主催による
馬路町戦没者慰霊祭を挙行しました。慶應寺、
照明寺ご住職読経の中、遺族の皆様をはじめ
参加者全員が、戦時下とは申せ、無念の内に
生涯を閉じられた戦没者のご冥福をお祈り
し、戦争の悲惨さ命の尊さ、そして平和の大
切さを見つめ直すと共に、「過去のあやまち
を二度と繰り返さない」という平和への誓い
を新たにしました。（畑一人）

戦没者慰霊祭

　

今
年
度
よ
り
自
治
会
議
員
の

顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
、
自
治
会
だ

よ
り
の
編
集
委
員
も
気
持
ち
を

新
た
に
や
っ
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
誌
が
、
さ

ら
に
身
近
な
も
の
に
、
よ
り
楽

し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の

に
す
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
意

見
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。（
中
澤
一
二
美
）　

　

川
東
地
域
創
生
戦
略
の
要
と
位

置
付
け
て
き
た
「
丹
波
ニ
ュ
ー
風

土
記
の
里
整
備
構
想
」
の
エ
リ
ア

を
、
京
都
府
景
観
資
産
登
録
に
認

定
さ
れ
る
べ
く
、
平
成
27
年
7
月

に
川
東
4
町
で
本
構
想
促
進
協
議

会
を
設
立
し
、
亀
岡
市
・
京
都
府

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
鋭
意
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
ま
ほ
ろ
ば
の
亀
岡

か
わ
ひ
が
し
〜
古
代
丹
波
の
原
風

景
〜
」
と
い
う
名
称
で
、
3
月
29

日
に
山
田
知
事
か
ら
京
都
府
第
25

番
目
の
景
観
資
産
登
録
と
す
る
認

定
証
を
受
け
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
亀
岡
市
観
光
振
興
戦

略
の
本
丸
は
、
主
に
川
東
4
町
に

ま
た
が
る
本
構
想
の
具
現
化
で
あ

る
と
す
る
長
年
の
悲
願
が
現
実
の

も
の
と
な
る
状
況
が
生
ま
れ
て
き

た
も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
重
要

な
こ
と
は
、
馬
路
町
を
は
じ
め
川

東
4
町
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
「
お

も
て
な
し
」
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。
地
域
活
性
化
に
ど
う
つ
な

げ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、「
教
育
の

ま
ち
馬
路
」
を
標
榜
す
る
馬
路
町

と
し
て
、
今
日
注
目
度
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
立
命
館
大
学
の
創
設

者
「
中
川
小
十
郎
先
生
」
の
顕
彰

策
共
々
、
元
気
な
馬
路
町
の
町
づ

く
り
に
向
け
て
町
民
の
皆
様
の
英

知
を
絞
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

亀
岡
市
名
誉
市
民
で
あ
り
、
古

代
史
の
大
家
で
あ
っ
た
京
都
大
学

名
誉
教
授
の
上
田
正
昭
先
生
を
座

長
と
し
て
、
平
成
8
年
3
月
に
策

定
さ
れ
た
史
跡
丹
波
国
分
寺
跡
等
、

川
東
地
域
に
豊
富
に
点
在
す
る
歴

史
的
文
化
的
資
産
の
保
存
と
継
承
・

活
用
を
通
じ
て
、
町
づ
く
り
に
活

か
す
計
画
が
「
丹
波
ニ
ュ
ー
風
土

記
の
里
整
備
構
想
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
構
想
の
具
現
化
こ
そ

が
古
代
丹
波
の
中
心
地
で
あ
っ
た

川
東
４
町
が
、
か
っ
て
の
輝
き
を

取
り
戻
す
川
東
創
生
戦
略
の
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
仮
称
「
京

都
ス
タ
ジ
ア
ム
」
建
設
に
伴
う
川

東
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

一
気
に
進
む
今
日
、
本
構
想
の
具

現
化
を
現
実
の
も
の
と
す
る
大

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
前
期
（
平
成
27
〜
29

年
度
）
に
引
き
続
い
て
、
も
う
１

期
（
平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
）

自
治
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
誰
も
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
元
気
で
明
る
い

馬
路
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
ま
た
、

馬
路
町
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
本

構
想
の
実
現
に
向
け
て
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
今
期
も
叱
咤
激

励
・
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【丹波ニュー風土記の里整備構想】の範囲が「京都府景観資産登録」に認定される
　平成 30年 2月 1日発行の自治会だより第
11 号において、馬路町の新成人二人の方の
お名前を誤って掲載しました。大変失礼な
ことを致しました。お詫びして訂正させて
頂きます。
　正：橋本怜奈      （誤：楠本怜菜）　
　正：人見詩央里　（誤：人見詩央理）

訂正について

５月  ５日（土）自治会議員・正副区長・隣組長合
同会議

５月１２日（土）川東地区人権啓発推進協議会総
会・講演会

５月１８日（金）ふれあいサロン　
５月２０日（日）体振ふれあいソフトボール大会
６月１７日（日）第３回町民グラウンドゴルフ大会
７月  中旬     地域懇談会
６月２４日（日）亀岡市消防ポンプ操法大会  
　　　　　　（亀岡川東学園グラウンド）
８月１５日三ツ辻区、２１日元馬路、
　　　　　　２５日池尻区（未定） 盆踊り
９月１６日（日）馬路町敬老会
　　　　　　（亀岡川東学園・絆ルーム）

自
治
会
長
あ
い
さ
つ

５月開設５月開設

　高度情報化社会・更なるコンピュー
ター世界が進展する中、馬路町自治会
では、ホームページを開設し、自治会
が持つ情報や地域の出来事を町民の皆
様、馬路町に関わりのある皆様に発信
しシェア（共有）することにより、得
た情報について考えたり、地域活動に
参加するきっかけを提供することが期
待できると共に、地域の課題解決への道筋、人材発掘、
資源・資産の再発見、地域の未来が明らかになること等
も期待出来ます。また、馬路町に親族を残す人、ふるさ
と馬路を離れた人にも情報を届けられますし、移住先を
探している人が関心を持つきっかけにもなります。

乞うご期待 !!乞うご期待 !!

桂
川
市
長
へ
の
挨
拶
と
懇
談

　

４
月
13
日
に
新
自
治
会
議
員
と
共
に
新
年
度
の

挨
拶
に
市
長
室
に
伺
い
ま
し
た
。

　

川
東
学
園
や
保
育
所
の
話
題
、
景
観
資
産
登
録

の
展
開
に
向
け
て
、
市
長
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
京
都
ス

タ
ジ
ア
ム
着
手
に
伴

う
川
東
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
進
捗
状

況
も
伺
い
、
短
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

桂
川
市
長
の
意
欲
的

な
市
政
運
営
の
お
話

し
に
大
き
な
夢
と
希

望
を
感
じ
た
ひ
と
時

で
し
た
。（
中
川
俊
和
）

平
の
沢
公
園
中
池
の
「花
い
か
だ:

桜
の
花
び
ら
が

い
か
だ
の
よ
う
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
様
」

　今は都会や他市町村に住んでおり、その住所地に
納税をしている馬路町にご縁のある人が、自分を育
んでくれた「ふるさと馬路町」にいくらかでも納税
することが出来る「自治会版ふるさと納税」制度が、
今年度からスタートします。
　亀岡市にふるさと納税された金額の二分の一（予定）
が、馬路町に還元されるしくみであり、自治会運営
には大変ありがたい制度であります。
　詳しくは、制度の詳細な内容説明を受けた時点で、
改めて町民の皆様にお知ら
せし、他市町村にお住まい
の馬路町にご縁のある皆様
に、ふるさと納税への協力
を広く呼び掛けていただき
たくお願いをさせていただ
きますので、その節にはよ
ろしくお願いいたします。 ふ

るさ
と納

税
を

馬
路
町
へ

第12号第12号

馬路町への「ふるさと納税」
協力を呼びかけてください !

平成30年5月～9月下旬
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